
LPWAを活用した
IoT型マンホールセンサーシステム

IoT型マンホールセンサーシステム

・SkyManholeは、下水管内の水位等を低コスト・広範囲に
モニタリングします。

・マンホール蓋裏に組み込むことが可能なIoTセンサー
システムです。

・都市型水害の早期検知や雨天時浸入水の発生箇所の
絞り込みを実現します。

NJSの提供する水位観測システムは、IoT型センサーシステムのSkyManholeと、水位情報を
リアルタイムに提供するクラウドシステムのSkyScraper RIの2製品から構成

システム概要（リアルタイム方式）

NJSクラウド
LTE-M基地局

・セルラー
LPWA

・LTE-M

警告灯

制御

・水位センサー
・LTE-M通信装置
・バッテリー等 オフライン方式

データ
受信アプリ

センサーノード

• 鉄蓋組込みも可能
• ※専用鉄蓋：オプション

• 既設の鉄蓋での実績もあります。

広範囲の水位情報収集

高セキュリティ

低消費電力・長時間稼働

低コスト・短期導入

・無線通信距離約１km（条件により変動）
・地上部の中継機により約3km延伸可能

・LPWA（Low Power Wide Area）の活⽤
・管内⽔位に応じた通信頻度の切り替え

・マンホール毎の電源工事不要
・データ通信料の削減

・独自の伝送方式
・通信の暗号化

特長

水位センサー

冠水センサー

超音波センサー

様々な水位センサーに対応

圧力式
水位センサー

ミリ波
センサー

水位センサー



お問い合わせはこちら

SkyManhole装置諸元

NJS オペレーションズ本部 ソフトウェア部
TEL：03-6324-4357 Mail：technical@njs.co.jp

下水道管渠の老朽化に伴うリスクへの対策として新たなセンサー適応に向け取り組んでいます。

センサーノード 諸元項目 仕様

サイズ
W:160mm
D:170mm
H:40mm 程度

重量 1500g 程度
消費電力 最大 1.65W
動作温度 0～50℃
保護等級 IP67相当
環境負荷
物質 RoHS指令対応

水位計 諸元項目 仕様

サイズ 検出部長さ:115mm
検出部直径:30mm

ケーブル
長 20m

範囲 0～10m

精度 ±0.3％F.S.

動作温度 -2～50℃

水位観測調査DXフロー（オフライン観測）

報告書自動作成地上部からの点検タブレット専用アプリデータ蓄積
（マンホール内設置の様子）

1 水位観測データ
蓄積 3 クラウドへ

データアップロード 4 報告書の自動作成2 地上から
蓄積データの点検

システム機能 データ受信（無線・有線） データ履歴管理 クラウド連携 報告書作成

センサーノード

通信
装置例

センサーノード ミリ波
センサーノード

水位と水温の監視
投げ込み式
温圧デュアルセンサー

水位監視
超音波センサー
（圧力式水位センサー）

水位監視
水位センサー

水位監視
水位センサー

硫化水素濃度の
状態監視
硫化水素センサー

センサー
例

開発中 開発中 開発中

SkyManhole拡張センサー

ミリ波センサー

ミリ波センサーを活用した簡易型水位測定装置

設置コスト低減 硫化水素センサー

管渠内における硫化水素の発生状況を常時観測
可能な硫化水素センサー

硫化水素の発生状況の連続計測

硫化水素センサー

SkyManhole
センサーノード

LTE-M
NJS

クラウド

ミリ波
計測距離最大10m
精度：±5Cm

水位測定

LTE-M
NJS

クラウド鉄蓋ミリ波センサ部 本体部
・通信機
・バッテリー

LTE
アンテナ

新製品

ミリ波水位計 諸元項目 仕様

サイズ

本体部：
125x175x60mm
ｾﾝｻ部：
53x55x36mm
※突起部除く

範囲 0.3～10m

精度 ±5Cm (環境依存)

動作温度 -10～60℃

本体部

センサ部

※特許出願中
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